（様式２－２②）（用紙寸法は、日本産業規格Ａ列４とする。）

（※本様式２－２②については、別紙を添付することも可能とする。別紙を添付する場合は、Ａ４サイズで作成すること。）
事　業　計　画　書

１．業務の委託期間

契約締結日から令和３年３月３１日まで

２．実施体制
教育委員会、学校関係者、事業者等による実証研究実施体制等について記載すること。
（１）教育委員会・実証校関係者（予定でも可）
	担当者氏名
	所属・役職 等
	具体的な役割
（連絡担当者を明記すること）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※８人を超える場合は、行を追加すること

（２）実証研究委員会構成員（予定でも可）
	担当者氏名
	所属・役職 等
	具体的な役割
（連絡担当者を明記すること）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※８人を超える場合は、行を追加すること

（３）実証校の校種と対象学年・学級等
	
	項　目
	内　　　容

	１
	校種
	小学校

	
	学校名（ふりがな）
	○○市立○○小学校（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	全校児童生徒数
※テーマ④の場合は、全教職員数
	○○人

	
	実証対象学年・学級
児童生徒数と学級数
※テーマ④の場合は、対象教職員数
	第５学年１組：○人
（学年児童数：○人、学級数○学級）
第６学年１組：○人
第６学年３組：○人
（学年児童数：○人、学級数○学級）

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること
（例）第３学年と第４学年は複式学級

	２
	校種
	中学校

	
	学校名（ふりがな）
	○○市立○○中学校（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	全校児童生徒数
※テーマ④の場合は、全教職員数
	○○人

	
	実証対象学年・学級

児童生徒数と学級数
※テーマ④の場合は、対象教職員数
	第１学年１組：○人
第１学年２組：○人
第１学年３組：○人
（学年児童数：○人、学級数○学級）

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること
（例）○○に関して配慮を要する生徒
・第１学年１組：○○名
・第１学年２組：○○名
・第１学年３組：○○名


　※　実証校の校種（小学校、中学校（中等教育学校前期課程を含む）、義務教育学校）、学校名、所在地、全校児童生徒数、学年・学級毎の児童生徒数及び学級数について記載すること。なお、記載情報については、申請時のものとする。
　※　記述欄が過不足する場合は適宜加除修正すること。
（４）実証校接続先（予定でも可）について
	
	項　目
	内　　　容

	１
	施設等
	小学校

	
	施設等名（ふりがな）
	○○市立○○小学校（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	接続先の児童生徒・講師・教職員
	第５学年１組：○名

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること

	２
	施設等
	大学

	
	施設等名（ふりがな）
	○○大学（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	接続先の児童生徒・講師・教職員
	○○教授、○○大学院生（○名）、留学生（○名）

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること

	３
	施設等
	社会教育施設

	
	施設等名（ふりがな）
	○○市立○○科学館（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	接続先の児童生徒・講師・教職員
	学芸員：○名

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること

	４
	施設等
	国立研究開発法人

	
	施設等名（ふりがな）
	○○機構（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	接続先の児童生徒・講師・教職員
	○○教授、○○師

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること

	５
	施設等
	（海外）小学校（○○国）

	
	施設等名（ふりがな）
	○○国○○州立○○○小学校（○○）

	
	所在地
	○○○○○○○○

	
	接続先の児童生徒・講師・教職員
	第○学年（○名）

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること
（例）姉妹校


　※　接続先の施設等、施設等名、所在地、接続先の児童生徒・講師について記載すること。なお、記載情報については、申請時のものとする。
　※　接続先が民間事業者の場合は、施設等を「民間」とし、施設名等に事業者名を記載すること。
　※　記述欄が過不足する場合は適宜加除修正すること。
（５）実証校における環境整備状況（ＩＣＴ機器）
	
	学校名
	項　目
	現在の配備状況等

	１
	○○市立
○○小学校
	拡大提示装置
※実証学年・学級で使用することができる数
	プロジェクタ１台、８０インチスクリーン１台
６０インチデジタルテレビ６台
５０インチ電子黒板３台
※上記とは別に、アクティブラーニング室に６０インチデジタルテレビ２台、電子黒板１台

	
	
	可動式ＰＣ
※実証学年・学級で使用することができる数
	ＰＣ名（ＯＳ名）：○○台

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等（予定でも可）
	システム：○○○○○○○○
カメラ：○○○○
スピーカー：○○○○ 

マイク：○○○○

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等で活用するネットワーク環境（外部接続）
	回線の種類
	光ファイバー

	
	
	
	回線速度
	１Gbit/sec（ベストエフォート）

	
	
	学級のネットワーク環境
	無線LAN装置の有無、機種名・速度
	○○○○・300Mbit/sec
※40台同時通信対応

	
	
	
	有線LANの有無、速度
	100Mbit/sec

	２
	○○市立
○○小学校
	拡大提示装置
※実証学年・学級で使用することができる数
	プロジェクタ１台、８０インチスクリーン１台
６０インチデジタルテレビ６台
５０インチ電子黒板３台
※上記とは別に、アクティブラーニング室に６０インチデジタルテレビ２台、電子黒板１台

	
	
	可動式ＰＣ
※実証学年・学級で使用することができる数
	ＰＣ名（ＯＳ名）：○○台

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等（予定でも可）
	システム：○○○○○○○○
カメラ：○○○○
スピーカー：○○○○ 

マイク：○○○○

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等で活用するネットワーク環境（外部接続）
	回線の種類
	光ファイバー

	
	
	
	回線速度
	１Gbit/sec（ベストエフォート）

	
	
	学級のネットワーク環境
	無線LAN装置の有無、機種名・速度
	○○○○・300Mbit/sec
※40台同時通信対応

	
	
	
	有線LANの有無、速度
	100Mbit/sec


※　申請時の数値を記載すること。
※　各項目について、複数の機種・回線種類ある場合は、それぞれの機種・回線種類ごとに台数・速度等を記載すること。
※　記述欄が不足する場合は適宜追加すること。
（６）実証校接続先における環境（ＩＣＴ機器）（予定でも可）
	
	接続先
	項　目
	現在の配備状況等

	１
	○○市立
○○小学校
	拡大提示装置
	６０インチデジタルテレビ１台

	
	
	ＰＣ等
	ＰＣ名（ＯＳ名）：○○台

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等
	システム：○○○○○○○○
カメラ：○○○○
スピーカー：○○○○ 

マイク：○○○○

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等で活用するネットワーク環境（外部接続）
	回線の種類
	光ファイバー

	
	
	
	回線速度
	100Mbit/sec

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等と接続するネットワーク環境
	無線LAN装置の有無、機種名・速度
	○○○○・300Mbit/sec
※40台同時通信対応

	
	
	
	有線LANの有無、速度
	100Mbit/sec

	２
	社会教育施設

○○科学館
	拡大提示装置
	なし

	
	
	ＰＣ等
	タブレットＰＣ

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等
	システム：○○ソフト（Web会議システム）
カメラ：タブレットＰＣ内蔵
スピーカー：タブレットＰＣ内蔵
マイク：タブレットＰＣ内蔵

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等で活用するネットワーク環境（外部接続）
	回線の種類
	LTE

	
	
	
	回線速度
	150Mbit/sec

	
	
	Web会議システム、テレビ会議システム等と接続するネットワーク環境
	無線LAN装置の有無、機種名・速度
	無し

	
	
	
	有線LANの有無、速度
	無し


※　申請時の数値を記載すること。
※　各項目について、複数の機種・回線種類ある場合は、それぞれの機種・回線種類ごとに台数・速度等を記載すること。
※　記述欄が不足する場合は適宜追加すること。
（７）実施体制図
本事業を実施する上で、学校と接続する施設等や教育委員会の役割及びその目的を明確にした上で、本事業に対する指導助言やバックアップ体制及び連携協力体制について、人員を踏まえて詳細に記載すること。
	


（８）システムネットワーク構成図（イメージ図）
本事業を実施する際のシステムネットワークについてシステムやICT機器等の名称を含め記載すること。
また、記載に当たっては、①本実証において追加的に整備するもの（文部科学省事委託費）、②本実証とは別に自治体単費等により追加整備するもの、③本実証以前に整備された既存のものの別が分かるように色分けなどして記載すること。

	


３．遠隔授業の取組について（具体的に記載すること）
（１）実証する遠隔教育に関するテーマ
遠隔教育システムを効果的に活用した実証を行うに当たり、以下に示す①～④の遠隔教育に関するテーマから一つ以上の項目を選択し、その取組について具体的に記載すること。

	実証予定テーマ【　　　　】
・取組内容



※複数のテーマの実証を行う場合は、それぞれ記載すること。
（２）実施教科・内容等及びその時数
実施する内容について記載すること。（予定でも可）
	学校名
	テーマ
	対象（学年・学級等）
	実施教科・内容等
	時数
	接続先

	○○小学校
	
	第５学年１組
	総合
	１５
	○○小学校

	
	
	第５学年１組
	特別活動
	５
	○○小学校

	
	
	第５学年２組
	総合
	１５
	○○小学校

	
	
	第５学年２組
	特別活動
	５
	○○小学校

	○○中学校
	
	第１学年１組
	英語
	１０
	○○学校（海外）

	
	
	第１学年２組
	理科
	１０
	○○市立○○科学館

	
	
	第１学年３組
	技術・家庭（技術）
	１０
	○○機構


※「テーマ」については、３（１）に示す①～④から選択すること。
※記述欄が不足する場合は適宜追加すること。

（３）遠隔教育を実施する対象（学年・教科等）の考え方について学年・学級、教科等の選定理由を接続先等の特徴を踏まえて記載すること。
	


（４）研修の実施状況について

遠隔教育の円滑な実施に向けた準備、指導方法の改善・充実を図るための研修の取組について記載すること。

	


４．遠隔教育の普及を目的とした取組について
（１）遠隔教育フォーラムの開催について
　遠隔教育の普及を目的として各実証地域で開催する遠隔教育フォーラムについて、現段階での実施計画を記載すること。
	実施予定時期
	

	参加を呼びかける範囲
	

	実施内容
	

	その他、実施に向けた工夫等
	


（２）(1)以外の取組について
　　遠隔教育の普及を目的とした(1)以外の取組について記載すること。
	
	取組内容
	予定時期

	①
	
	

	②
	
	

	③
	
	


５．取組の効果検証について
（１）遠隔教育の実施による効果について、その検証方法を具体的に記載すること。

	
	学校名、学年、学級、教科等
	遠隔に期待する効果
	取組の効果を検証する方法・指標

	１
	○○小学校
第５学年１組
総合
	
	

	２
	○○小学校
第５学年１組
特別活動
	
	

	３
	○○中学校
第１学年１組
英語
	
	


※記述欄が不足する場合は適宜追加すること。
（２）遠隔教育を効果的に実施するために必要となる技術的要件（ネットワーク環境、システム以外のICT環境等）に関する検証について、具体的に検証すること。
	
	検証項目
	検証方法
	検証の予定時期

	①
	
	
	

	②
	
	
	

	③
	
	
	


６．事業実施スケジュール
事業実施のスケジュールを（１）（２）に記載すること。
（１）令和２年度の計画
	時期
	主な取組

	
	


（２）事業終了後の計画
	時期
	主な取組

	
	


①専門性を育む教育における遠隔教育


②個々の児童生徒の状況に応じた遠隔教育


③多様性のある学習環境の遠隔教育


④教職員を対象とした活用


�
�









